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6　人口の社会増減

企画政策課

【達成状況：S】
・社会減が令和２年から３年まで続いていたが、Ｒ４年は社会増に転じた。Ｒ３年度の状況と比較すると、日本人の異動
人数に大きな変化は見られないが、外国人の転入者数が増加している。（転入　Ｒ3は334人→961人（2.8倍））
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ＫＰＩ・関係課名 KPIの実績値と状況の理由等

⑤
施
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関係課名 施策の推進に向けた問題等 令和5年度以降の方針

13　生涯活躍のまちへの移住者
数
（定住1）

企画政策課

・まちの魅力のさらなる向上につながるソフト面の充実 ・民間事業者が整備主体となる特別養護老人ホーム等のハー
ド整備が予定されており、多世代交流や地域の活性化を図る
拠点づくりについて、ソフト面を含めて、事業者グループと検
討していく。
・事業効果の域内波及を目指し、事業者グループが出資して
設立したエリアマネジメント組織「一般社団法人みらいあさ
ひ」が主となり、協力団体である「みらいあさひ協議会」（構成
員：商工会、青年会議所、観光物産協会等）と取りまとめてい
る、生涯活躍のまち・みらいあさひ付近のまちづくりビジョンの
策定について、側面支援を行う。
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重要業績評価指標(ＫＰＩ) 基準値 R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績
目標値
（～R6）

13
生涯活躍のまちへの移住者数
（定住1）

0件
－ － － 累計200件

14 移住相談件数
91件

148件 160件 200件

(H30)

-74人 -61人 93人 増加

(H30)

推進委員会からの意見（要旨）

①生涯活躍のまち・みらいあさひのまちづくりビジョンについて、先般発表があったが、非常に良いことを進めていると感じている中で、もっと市民などへ周知し
て知ってもらいたい。
②イオンタウン旭2階のおひさまテラスについて、令和4年度の利用者はどのくらいか。また、多世代交流施設として、主に利用が多い年齢層はあるか。
③イオンタウン旭2階のおひさまテラスのレンタルスペースについて、利用料金はどのくらいか。また、私も家族を連れて遊びに行ったが、子供達がたくさん集
まっていて、結構人気がある。さらに、カフェのハンバーガーも人気と聞いた。ぜひそういった部分の宣伝もしてほしい。

推進委員会からの意見に対する担当課の考え

(R1)

【達成状況：－】
・商業施設が整備された後に住宅は順次開発される予定のため、KPIの実績はカウントできないが、事業者グループで
住宅整備に関する検討が進められている。

日

105 主管課

年度事後評価 8 月 31重点施策マネジメントシート 令和 4 令和

R2実績

重点施策

基本目標

旭市生涯活躍のまち・あさひ形成事業
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企画政策課

14　移住相談件数

【達成状況：A】
・事業者グループとの共同実施によるオンラインセミナーの開催、ふるさと回帰フェアの対面開催、千葉県との共同によ
るセミナー開催のほか、10月に移住サポートセンターが開設されたことにより、前年度実績を上回ることができた。その
内訳は、78件が定住促進奨励金の制度説明を含めた移住に関する相談件数、82件が移住セミナーや移住イベント等
での相談件数（うち　オンライン相談36件）である。企画政策課

R5実績 R6実績
目標値
（～R6）

6 人口の社会増減
-11人

①一般社団法人みらいあさひの発表は、素晴らしい内容でした。この周知がどこまで届いていたかと考えますと、広く知ってもらって、みんなに来てもらうよう
な形が取れればよかったと感じています。周知について、実施主体となる一般社団法人みらいあさひと相談しながら、今後検討していきます。
②令和4年度の利用者は約25万4千人弱になります。年代ですが、10代までが30％、20代が8％、30代が20％、40代が17％、50代以上が25％です。
③例えば市の他の施設の調理室等と比較すると高くはなっていますが、民間施設と比較すると安い設定になっています。一部屋単位で料金設定している場合
は、利用人数が多ければ一人当たりの負担は下がりますので、そのような利用方法も検討していただければと思います。また、ショッピングセンターの広告媒体
に施設の紹介を入れてもらう等、施設の情報発信に引き続き努めていきます。

年

5 関係課

114件

旭市生涯活躍のまち・あさひ形成事業

5

担当班

指標 基準値 R3実績 R4実績

企画調整班企画政策課

S 目標値を達成（見込み）

A 基準値より上昇（10%以上）

B 基準値より上昇（10%未満）

C 基準値と同水準（基準値と同値～△10％未満）

D 基準値より下落（△10％以上）

― 評価不能（KPIの実績値が無い状態）


